
後
の
動
向
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
四
次
対
日 

相
互
審
査
の
実
施
と 

そ
の
結
果

⑴
　「
有
効
性
」
審
査
と 

日
本
に
お
け
る
対
応

　

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
に
よ
る
第
四
次
相
互
審

査
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
審
査
の
柱

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
が
「
技
術
的
遵

守
状
況
」（Technical Com

pliance

）

で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
「
有
効
性
」

2

を
改
正
す
る
等
し
て
対
応
し
て
き
た

と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
に
日
本
は
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ

に
よ
る
第
四
次
対
日
相
互
審
査
を
受

け
、
同
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か

け
て
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
審
査
団
が
来
日
し
、

金
融
庁
を
含
む
関
係
省
庁
や
民
間
金

融
機
関
に
対
す
る
オ
ン
サ
イ
ト
審
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、

前
記
の
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
四
次
対
日
相
互

審
査
の
状
況
と
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た

Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
対
応
に
関
す
る
今

は
じ
め
に

　

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
（Financial Action 

Task Force

：
金
融
活
動
作
業
部

会
）
は
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン

グ
お
よ
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
（
以

下
、「
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
」
と
い
う
）

に
お
け
る
国
際
協
力
を
推
進
す
る
政

府
間
会
合
で
あ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
勧
告

と
呼
ば
れ
る
各
国
が
遵
守
す
べ
き
国

際
標
準
を
策
定
し
、
参
加
国
に
お
け

1

る
勧
告
の
遵
守
状
況
を
監
視
す
る
た

め
相
互
審
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ

Ｆ
Ｔ
に
関
す
る
各
種
法
令
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
八
年

に
日
本
に
対
し
て
実
施
さ
れ
た
第
三

次
相
互
審
査
に
お
い
て
、
多
く
の
審

査
項
目
に
関
し
て
厳
し
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
二

〇
〇
七
年
と
二
〇
一
四
年
に
犯
罪
に

よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法

律
（
以
下
、「
犯
収
法
」
と
い
う
）

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
四
次
対
日
相
互
審
査
の
状
況
と

マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
今
後
の
動
向

１

中
央
総
合
法
律
事
務
所
　
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
　
金
澤 

浩
志
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ま
ず
、
図
表
１
①
の
顔
写
真
付
き

の
公
的
証
明
書
は
、
容
貌
の
照
合
に

よ
る
、
な
り
す
ま
し
の
チ
ェ
ッ
ク
が

可
能
で
あ
り
、
本
人
の
同
一
性
を
確

認
す
る
精
度
が
高
い
た
め
、
証
明
力

が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
顧
客
本
人
か
ら
こ
れ
ら
の
本
人

確
認
書
類
の
提
示
を
受
け
る
場
合
に

は
、
取
引
時
確
認
の
方
法
と
し
て

は
、
当
該
書
類
一
通
の
提
示
を
受
け

る
こ
と
で
足
り
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

現
在
使
え
る
本
人
確
認

書
類

　

現
在
、
Ｊ
Ａ
系
統
金
融
機
関
が
個

人
と
の
対
面
取
引
で
使
え
る
本
人
確

認
書
類
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
取
引
時
確

認
の
方
法
が
異
な
り
ま
す
（
犯
収
法

施
行
規
則
六
条
一
項
一
号
イ
な
い
し

二
、
七
条
一
号
）。

　

図
表
１
、
図
表
２
を
参
照
し
な
が

ら
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

2

取
引
時
確
認
に
お
け
る

本
人
確
認
書
類
の
意
義

　

Ｊ
Ａ
系
統
金
融
機
関
は
取
引
時
確

認
（
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止

に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
犯
収
法
」

と
い
う
）
四
条
一
項
）
に
お
い
て
顧

客
の
本
人
特
定
事
項
（
通
常
の
個
人

の
場
合
、
氏
名
、
住
居
お
よ
び
生
年

月
日
を
い
う
）
の
確
認
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
本
人
特
定
事
項

の
確
認
を
行
う
際
に
必
要
と
な
る
公

1

的
証
明
書
が
本
人
確
認
書
類
で
す
。

　

顧
客
や
法
人
の
代
表
者
等
の
本
人

確
認
書
類
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
公
的
証
明
書
は
、
個
人
、
法
人

そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い
て
法
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
顧
客
と
の
取
引
が

対
面
取
引
か
非
対
面
取
引
か
に
よ
っ

て
も
用
い
る
方
法
や
種
類
が
異
な
り

ま
す
。
本
稿
で
は
、
個
人
顧
客
本
人

と
対
面
取
引
を
行
う
場
面
を
念
頭
に

本
人
確
認
書
類
に
関
す
る
実
務
上
の

留
意
点
を
説
明
し
ま
す
。

実
務
の
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認

取
引
時
確
認
に
お
け
る
本
人
確
認
書
類
チ
ェ
ッ
ク

２

潮
見
坂
綜
合
法
律
事
務
所
　
弁
護
士
　
鈴
木 

正
人 

あ
お
ぞ
ら
銀
行 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
統
括
部
　
弁
護
士
　
吉
田 

秀
和
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構
築
の
た
め
、
営
業
・
管
理
・
監
査

の
各
部
門
等
が
担
う
役
割
・
責
任
を

明
確
化
し
て
、
組
織
的
に
対
応
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
、
そ
の
方

法
と
し
て
、
各
部
門
の
機
能
を
「
三

つ
の
防
衛
線
（Three lines of 

defense

）」
の
概
念
の
も
と
で
整
理

す
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
く
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の

あ
り
方
は
、「
三
線
管
理
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。

　
第
一
の
防
衛
線
（
第
一
線
）
は
、

解　

説

三
線
管
理

　
金
融
庁
が
公
表
し
て
い
る
「
マ
ネ

ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資

金
供
与
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」（
以
下
、「
金
融
庁
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
と
い
う
）
で
は
、
マ
ネ
ロ
ン
・

テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の

1

　「
三
線
管
理
」
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。
営
業
店
で

は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
営
業
・
管
理
・
監
査
の

各
部
門
を
「
三
つ
の
防
衛

線
」
と
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

と
責
任
を
明
確
化
し
た
リ
ス
ク
管

理
態
勢
の
あ
り
方
を
指
し
ま
す
。

営
業
店
で
は
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ

資
金
供
与
リ
ス
ク
に
最
初
に
直
面

し
、
こ
れ
を
防
止
す
る
役
割
を
担

い
ま
す
の
で
、
全
職
員
が
そ
の
リ

ス
ク
と
対
策
を
十
分
に
理
解
し
、

様
々
な
対
応
を
単
な
る
事
務
手
続

と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
主
体
性

と
目
的
意
識
を
も
っ
て
、
リ
ス
ク

の
検
知
や
リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
低

減
措
置
を
適
時
的
確
に
実
施
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ

営
業
店
で
の
マ
ネ
ロ
ン
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

３

中
央
総
合
法
律
事
務
所
　
パ
ー
ト
ナ
ー 

弁
護
士
　
髙
橋 

瑛
輝
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つ
い
て
の
重
点
的
な
情
報
開
示
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
と
戦
い
、
コ
ロ
ナ

後
の
新
し
い
社
会
を
築
く

１　

コ
ロ
ナ
と
戦
い
、
経
済
の

力
強
い
回
復
を
支
え
る

⑴　

Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
の
重
要
キ
ー

ワ
ー
ド

　
「
コ
ロ
ナ
と
戦
い
、
経
済
の
力
強

い
回
復
を
支
え
る
」
の
項
目
に
お
い

て
、
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
金
融
仲
介
機
能
の
発

揮
」
と
「
金
融
機
関
と
の
持
続
可
能

二

足
資
料
」
と
い
う
）
が
公
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
各
項
目
に
つ

い
て
の
「
昨
事
務
年
度
の
実
績
」
と

「
本
事
務
年
度
の
作
業
計
画
」
等
が

示
さ
れ
た
ほ
か
、
コ
ラ
ム
と
し
て

「
コ
ラ
ム
２
：
地
域
銀
行
の
経
営
状

況
」「
コ
ラ
ム
３
：
金
融
仲
介
機
能

の
発
揮
に
向
け
た
取
組
み
」「
コ
ラ

ム
４
：
金
融
事
業
者
の
顧
客
本
位
の

業
務
運
営
に
関
す
る
取
組
状
況
」

「
コ
ラ
ム
５
：
金
融
審
議
会 

市
場
ワ

ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
報
告
書
―
顧

客
本
位
の
業
務
運
営
の
進
展
に
向
け

て
―
」
等
が
示
さ
れ
、
重
要
項
目
に

　

令
和
二
年
八
月
三
一
日
、
金
融
庁

か
ら
「
令
和
二
事
務
年
度
金
融
行
政

方
針
～
コ
ロ
ナ
と
戦
い
、
コ
ロ
ナ
後

の
新
し
い
社
会
を
築
く
～
」（
以
下
、

「
令
和
二
年
度
金
融
行
政
方
針
」
と

い
う
）
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
令
和
二
年
度
金
融
行

政
方
針
を
踏
ま
え
た
金
融
行
政
の
動

向
と
Ｊ
Ａ
が
認
識
し
て
お
く
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
を
読
み
解
き
、
分
析
し
ま

す
。

令
和
二
年
度
金
融
行
政
方

針
の
構
成

　

令
和
二
年
度
金
融
行
政
方
針
は
、

「
①
コ
ロ
ナ
と
戦
い
、
コ
ロ
ナ
後
の

新
し
い
社
会
を
築
く
」「
②
高
い
機

能
を
有
し
魅
力
の
あ
る
金
融
資
本
市

場
を
築
く
」「
③
金
融
庁
の
改
革
を

進
め
る
」
の
三
つ
の
章
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

　

ま
た
、
令
和
二
年
度
金
融
行
政
方

針
本
体
に
加
え
て
、
別
冊
と
し
て

「
令
和
二
事
務
年
度 

金
融
行
政
方
針

（
別
冊
）　

補
足
資
料
」（
以
下
、「
補

一

解 説

令
和
二
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
の

概
要
と
ポ
イ
ン
ト

のぞみ総合法律事務所
弁護士　川西 拓人

2002 年京都大学法学部卒業、2003 年
弁護士登録、弁護士法人御堂筋法律事
務所入所。2008 ～ 2010 年金融庁検
査局出向（金融証券検査官・専門検査
官）。2015 年７月より現職。

19 解説　令和２事務年度金融行政方針の概要とポイント'21/1月号_No.606 18解説　令和２事務年度金融行政方針の概要とポイント '21/1月号_No.606


